


要約:多胎育児をとりまく家庭,医療,社会福祉状況の把握のため，多胎児を出産した母親

に多胎妊娠,分娩に対する感情,育児に関する実態と意識調査を行った。多胎妊娠中の母親

は管理入院する割合が高く，分娩後に出生児は医療介入を要することが多く母親の精神的

肉体的負担はさらに大きくなっており，かなりの母親が育児に対しネガティブな評価をし

ていることが把握された。また負担の大きい多胎育児を支援するのは父親,血縁者が主で

あり，医療,社会福祉,地域のシステムは十分に機能していない。多胎児を抱える家族が子

育てを楽しむというのには程遠い状況である。「多胎児に平等な愛情を持たなかった」と

いう母親について,医療因子，家庭因子との関係について検討した。


